


















第 1 3 0 7 号
昭和 42 年 12 月 22 日








結合組織の自brogenesis および fibrillogenesis に関する問題は多くの学者によって種々の方法を
用いて研究され，細胞外形成，細胞表面形成，細胞内形成などの諸説がある。最近では電顕的研究法
が応用されているが，なお，解明されていない多くの問題点を残している。著者は成熟家兎の膝関節




バランス液，次いで O.lM カコヂjレ酸ナトリウム緩衝， pH7.4の 696 グノレターノレアノレデヒド固定液
を濯流させて前固定行ない，半月板組織を摘出，摘出した組織はさらに O.lM カコヂソレ酸ナトリウム
緩衝， pH7.4 の 1%オスミウム酸溶液で約 3 時間の後固定を行ない，アセトンで脱水， Epon 812 で












ゴ、 Jレジ装置は成熟型細胞で‘は， とくによく発達するが， 糸粒体， 小胞体は両型ともに比較的少な
い。未成熟型細胞の細胞辺縁では多数の小胞があり，細胞膜の不鮮明な部分に比較的多くみられ，一
部のものは細胞表面に開放している口細胞内小胞および空胞はコツレジ装置で形成され，細胞表面に放
出されて fìbr illogenesis に関与すると思われる。









3) 細胞内フィラメントは成熟型では分布が密となる D この細胞内フィラメントが細胞外細線維に
直接移行する像は認めがたく，細胞内の固有線維と考えられる。
4) 細胞外で細胞膜に密着する細線維は，巾径を増し腰原原線維に移行する。
論文の審査結果の要旨
家見の膝関節半月板を材料として線維軟骨に観察される白brillogenesis を電顕的に追究し，つぎ
のような所見を得ている。
乙の組織の軟骨細胞では未成熟型細胞と成熟型細胞の 2 群に分けることができる。細胞内小器官の
うち，組面小胞体は成熟型に比し，未成熟型細胞では比較的多くみられる。コツレジ装置は成熟型・未
成熟細胞で観察されるが，とくに成熟型細胞では空胞群とともに著しく発達しているO
細胞内フィラメントは未成熟型細胞内では粗に配列し，成熟型では集束するが，終生細胞内線維と
して止まるものと推測する。細胞内フィラメントが直接細胞外細線維に移行する像は認めがたい口
未成熟型細胞の細胞辺縁では多数の小胞があり，細胞膜に比較的多くみられ，一部のものは細胞表
面に開放している。細胞内小胞および空胞はゴルジ装置で形成され細胞表面に放出されて， fìbrillo・
genesis に関与するのと思われる。未成熟型細胞の細胞外で，細胞肢に密着する細線維は， 巾径を増
し，細胞間基質の謬原原線維の束に集合する。
家兎の半月板における自brillogenesis は未成熟型細胞の細胞表面で細線維が形成され，細線維よ
り修版原線維に分化する。納胞内小胞および空胞はコ守ルジ装置で形成され細胞表面に放出されて，
fìbrillogenesis に関与するものと推察している。
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